
このお薬は血
けっとう ち 
糖値を下げる糖

とうにょうびょうちりょうやく
尿病治療薬です

小児用

メトホルミン塩酸塩錠250mgMT「ファイザー」
メトホルミン塩酸塩錠500mgMT「ファイザー」
をお飲みになるこどもの患者さんと保護者の方へ

このお薬をのむときに気をつけること
●お医者さんまたは薬

や く ざ い し
剤師さんの指

し じ
示どおりにのみましょう

◇このお薬は指示どおりにのみ続
つ づ

けることが大
た い せ つ

切です。
◇�のみ忘

わ す

れた場合は、次のお薬をのむ時間に1回分をのみましょう。
決して2回分を一度にのんではいけません。

●低
ていけっとう
血糖に注

ちゅうい
意しましょう

◇急にひどくお腹
な か

がすいた感じや力のぬけた感じがしたり、気持
ちが悪くなったり、冷

ひ

や汗
あ せ

、手足のふるえなどがおこったりし
たら、血糖値が低

ひ く

くなりすぎているので、すぐに砂
さ と う

糖やブドウ
糖をとりましょう。

　砂糖とブドウ糖のどちらをとったらよいかは、あらかじめお医
者さんまたは薬剤師さんに聞きましょう。

◇高いところにいるときや、自転車に乗っているときに低血糖に
なると、事

じ こ

故につながる危
き け ん

険があります。

●乳
にゅうさん
酸アシドーシスをおこさないように注意しましょう

◇熱や下
げ り

痢、嘔
お う と

吐、食
しょくよく

欲がなく食事がとれない状
じょうたい

態（シックデイ）
のときは、 このお薬をのむのをいったんやめて、 お医者さん 
または薬剤師さんに相談しましょう。

◇脱
だっすいしょうじょう

水症状がおこらないよう、適
て き ど

度に水分をとりましょう。



小児用

この他にも気になる症状があらわれた場合には、
医師または薬剤師にご相談ください。

＜保護者の方へ＞
◇低血糖について
・おもて面のような症状がみられたり、「ボーッとしている、うとうとして

いる、ろれつが回らない」などの様子に気づいたときは、すぐに砂糖や 
ブドウ糖をとらせてください。

・α-グルコシダーゼ阻害薬（アカルボース、ボグリボース、ミグリトール）
と呼ばれるお薬をのんでいる場合には、 砂糖ではなく必ずブドウ糖を 
とる必要があります。あらかじめ医師または薬剤師に確認してください。

・砂糖やブドウ糖をとれば通常5分以内に症状は改善しますが、よくなら 
ないときや「意識がなくなる、けいれんをおこす」などの場合はすぐに医師
にご相談ください。
◇乳酸アシドーシスについて
・乳酸アシドーシスは、まれにおこる重大な副作用です。
・吐き気、嘔吐、腹痛、下痢などの消化器症状、けん怠感、筋肉痛、過呼吸 
（深く大きな呼吸）などの症状があらわれたら、すぐに医師にご相談ください。
・腎臓、肝臓、心臓、肺に病気のある方、透析を受けている方、感染症にかかっ

ている方、乳酸アシドーシスをおこしたことがある方は医師に申し出てください。
・脱水状態のときには、このお薬をのませないでください。また、脱水をお

こさないように水分を適度にとらせてください。
・発熱、下痢、嘔吐、食欲がなく食事がとれない状態（シックデイ）のとき

には、脱水により乳酸アシドーシスをおこしやすくなります。このお薬を 
いったんやめて、医師または薬剤師にご相談ください。

・食事をとれなかったときののみ方については、医師または薬剤師にご相談 
ください。
◇その他の注意
・このお薬をのんでいる間は定期的な血糖値・尿糖検査、腎機能、肝機能の

検査が行われます。
・手術やヨード造影剤を使用する検査や治療を受けるとき、他のお薬を処方

してもらうときや薬局で買うときは、このお薬をのんでいることを、医師 
または薬剤師にお伝えください。
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